
経済学入門 舩木 惠子 

 

 

授業概要  

経済学について理解するために、経済学とは何か、経済学とはどのような学問かを知り、資本主義経済の歴

史と経済学の理論の基礎を学ぶ。また現実の経済の時事問題に対して関心を深めることを目的とする。 

 

授業計画  

 
第 1 回 経済学とは何か(ガイダンス) 

第 2 回 市場経済と社会のとらえ方 

第 3 回 経済学の始まりと系統図 

第 4 回 アダム・スミスの経済思想 

第 5 回 古典派経済学の系統図 

第 6 回 経済学の主流派と異端派(反主流派) 

第 7 回 福祉国家と経済学 

第 8 回 授業内中間試験 

第 9 回 貨幣の機能 

第 10回 富としての貨幣 

第 11回 貨幣数量説と貨幣経済論 

第 12回 第二次世界大戦後の金融システム 

第 13回 国際通貨システムと貨幣 

第 14回 現代経済と経済学 

第 15回 経済学と私たちのくらし 

第 16回 期末試験 
 

到達目標  

経済学とはどのような学問なのか、広い視野に立ち経済学の変遷と人々のくらしを関連させながら経済学の

目的を理解し学びます。経済関連の時事的問題やニュースなどに関心を持ち、ある程度自分で理解し、判断で

きるようになることが目標です。 

 

 

履修上の注意  

Teamsの資料やノートなどを中心に復習すること。 

予習・復習  

授業ノートの整理をしておくこと。 

 

 

評価方法  

期末試験(50%) 中間試験((40%) 小テストかレポート課題(10%) 

 

 

テキスト  

特に定めない。参考文献は授業中に指示する。  



経済学入門 広瀬 明 

 

 

授業概要  

大学に入学してから初めて経済学に接する学生にとって、教科書は道標となってくれる重要な書物である。

したがって、教科書を 1 ページ目から真摯に読み進めることが、経済学を理解する最も確実な方法であり、

それは王道と呼んでもよいことである。 

そこで、本講義では、ミクロ経済学とマクロ経済学について、教科書に書かれているテーマの中から重要と

思われるものを選択し、解説を加えることとする。その後、こうした基礎的なテーマを発展させて、実際の経

済においてこうした基礎理論がどのように応用されているか、について考察を加えたい。卒業論文は、基礎的

な理論をどのように応用するか、という点に力点が置かれるからである。本講義で得た知識を、今後の経済学

や経営学の研究に役立ててもらいたい。 

授業計画  

 
第 1 回 はじめにーミクロ経済学：限界概念の導入 

第 2 回 加重限界効用均等の法則（基礎） 

第 3 回 リンダールモデルと市場の失敗（応用） 

第 4 回 消費者均衡（基礎） 

第 5 回 数学モデルを用いた消費者均衡（応用） 

第 6 回 完全競争市場における市場の均衡（基礎） 

第 7 回 社会的余剰の計測と市場メカニズム（応用） 

第 8 回 くもの巣理論（基礎） 

第 9 回 差分方程式を用いた動学的均衡モデル（応用） 

第 10回 マクロ経済学：国の経済規模の計測 

第 11回 均衡国民所得の決定（基礎） 

第 12回 消費関数論争（応用） 

第 13回 不況期におけるケインズ政策（基礎） 

第 14回 市場の不均衡と有効需要政策（応用） 

第 15回 まとめーミクロ経済学とマクロ経済学 

第 16回 期末試験 
 

到達目標  

ミクロ経済学とマクロ経済学で取り上げる問題について、基礎的な知識を学び、問題の解決策を見つける

ことが本講義の目的である。その時、教科書に取り上げられている問題を解決するために数学的方法を用い

たり、実際のデータを検討することで、より理解が深まるので、広い視野から問題を解決するための方法を会

得してもらいたい。 

履修上の注意  

当たり前のことですが、講義には毎回出席してしっかりノートを取ってもらいたい。基礎的な部分は各種

の教科書を参照すれば理解できるが、応用的な部分は基本的な数学や統計学の方法を理解する必要がある。

もちろん、全員が理解できるように指導する予定である。 

予習・復習  

テキストに取り上げたもの以外の本でも、知識習得のための役に十分たつと思われる。できる限り多くの書

物を読みこなすことを、お勧めする。 

評価方法  

基本的には、期末試験で評価します。ただし、何回か、講義の中で小テストを実施することも考えているの

で、その意味でも、講義は休まないでいただきたい。 

テキスト  

・教科書名：『経済学とコンピュータ』 

・著 者 名：広瀬 明・川﨑能典 

・出版社名：共立出版 

・出 版 年（ISBN）：1995年、ISBN:4-320-02624-1  
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